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北海道教育委員会教育長 様

北海道札幌工業高等学校長

次のとおり令和 4年度の学校評価について報告します。

1 本年度の重点目標

(1)自 ら律し、他を思いや り、心身ともにたくましく生きる力を育成を図る。
(2)工業への興味を深め、目標を持って自ら学ぶ姿勢と課題を探求し解決する力の育成を図る。
(3)自 己理解を深め、主体的に進路を選択する力と社会から求められる能力の育成を図る。

2 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

3 添付資料
(1)学校評価アンケー ト集計一教職員
(2)学校評価アンケー ト集計一生徒
(3)学校評価アンケー ト集計一保護者
(4)学校評価アンケー ト集計一学校評議員

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

学校経営

改善方策

・コロナ禍ではあったが、工夫をしながら概ね
計画のとおり教育活動を行った。次年度に向け
ては学校課題を解決するため、教職員相互の連
携・協働をはかる必要がある。
・仕事分担の均一化ができていない校務があり
改善に向けて検討を継続していく必要がある。

(学校評議員)
・生徒の評価点が高く、満足した学校生活を過
ごしているのかと喜ばしく思いました。
。工夫を凝らした教育活動がされていた。
・学校の PR活動は今後も充実させていってほ
しい。

・学校課題の共有化をすすめ、教職員相互の連携・協働をはかり課題解決を行う。

学習指導

改善方策

(学校評議員)
0生徒・保護者・教職員のアンケー トに対し適
正に判断されている。
0よ り理解 しやすい授業となるよう一層の工夫
改善を期待する。

・各科目において今年度以上に ICTの活用し、生徒の実態に即した授業の改善・工夫を進める。

。少人数での授業により、きめ細やかな指導を
行うことができている。
・ICTを活用した授業も増えており、教材の工
夫が生徒に分かりやすい授業となっている。
・多くの生徒が授業に意欲的に取り組んでいる
と感 じており、生徒の意識も取り組みも充実し
ていると考えられる。

生徒指導

改善方策

(学校評議員)
・学校の指導体制は概ね理解されている。
0生徒の様々な取組を理解 し、応援 しようとし
ている様子は理解できる。

・教職員と保護者や地域との連携、協働を図るため、効果的な学校情報発信に努める。

・情報共有を密にすることで、さらに組織的な
指導につなげることができると考える。
・学校の指導体制に対する理解を深めるため、
家庭や地域社会に説明する機会を増や していく
必要がある。

進路指導

改善方策

。現場見学、職場見学、企業の方による説明会を
実施し職業観の育成を図ることができた。
・進路選択と直結する上級資格の取得者が増え
てきており、成果が表れている。今後も学校全
体で取り組んでいく必要がある。
・コロナ禍であるが、感染対策に行い体験講座を
実施した。

(学校評議員)
0卒業後の進路へ向けて、学習や工業への興味
を深めていると思う。

・個に応じた指導を強化するとともに、進路を見据えた資格取得から進路実現を図る。

保健指導

改善方策

・生徒への適切な保健指導・保健相談が実施で
きてきている。
・定時制教育の柱である「食育」について、適
切に取り組んだ。

(学校評議員)
・生徒の心身の健康状態について、実情把握が
的確になされている。
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・教育相談のさらなる推進を目指し、スクールカウンセラーとの情報共有を図りながら、より機能
的な組織づくりを行う。

公表方法 ・学校ホームページ










